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営
で
肥
料
化
を
行
な
っ
て
い
る
処
理
場
へ

の
調
査
で
は
、
需
要
が
少
な
か
っ
た
り
肥

料
化
設
備
の
能
力
に
よ
っ
て
は
、
一
部
を

肥
料
化
し
て
い
る
も
の
の
、
残
り
は
埋
立

等
の
処
分
を
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い

る
。下
水
処
理
事
業
者
側
に
し
て
み
れ
ば
、

農
業
者
と
の
接
点
が
少
な
く
、
需
要
と
供

給
を
結
び
つ
け
る
段
階
で
は
お
手
上
げ
状

態
に
近
い
の
だ
ろ
う
。
需
要
が
伸
び
れ
ば

肥
料
を
増
産
し
、
処
分
量
を
減
ら
せ
る
。

処
理
場
に
は
安
全
管
理
の
徹
底
を
求
め
る

こ
と
と
、
農
業
者
へ
の
情
報
発
信
な
ど
の

利
用
促
進
に
熱
心
な
国
土
交
通
省

近
年
、
国
土
交
通
省
は
下
水
汚
泥
の
利

活
用
促
進
に
熱
心
だ
。「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

下
水
道
」
と
銘
打
っ
た
広
報
活
動
の
な
か

で
農
業
に
関
わ
る
の
は
、
下
水
汚
泥
肥
料

を
施
用
し
た
圃
場
で
収
穫
し
た
農
産
物
に

「
じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち
」
と
名
付
け
て
汚
泥

の
持
つ
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く

し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
下
水

処
理
場
で
生
成
さ
れ
る
汚
泥
の
処
理
に
は

莫
大
な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
緑
化
・
農

地
で
の
利
用
、あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
、
建
設
資
材
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
い
と

い
う
の
が
推
進
す
る
理
由
だ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成

果
は
下
水
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
に
あ
ま

り
表
れ
て
い
な
い
。
図
１
に
示
し
た
緑
農

地
利
用
率
は
長
ら
く
全
体
の
10
％
台
で
推

移
し
て
い
る
。
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る

べ
く
18
年
１
月
に
設
置
さ
れ
た
下
水
汚
泥

利
活
用
検
討
委
員
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

16
年
の
実
績
ベ
ー
ス
で
は
下
水
汚
泥
の
肥

料
利
用
量
は
32
万
１
１
４
８
ｔ
。
そ
の
約

８
割
が
自
治
体
の
直
営
で
は
な
く
民
間
委

託
事
業
に
よ
っ
て
肥
料
化
さ
れ
て
い
る

（
表
１
）。
汚
泥
の
種
類
で
見
る
と
、
コ
ン

ポ
ス
ト
が
最
も
多
く
、
焼
却
灰
、
乾
燥
汚

泥
、
脱
水
汚
泥
、
炭
化
汚
泥
、
液
状
汚
泥

が
続
く
。

こ
の
汚
泥
肥
料
の
生
産
量
は
、
現
在
の

状
況
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
、
自
治
体
直

下水汚泥にどのようなイメージを持たれるだろうか。かつてはニオイや重金属のリスクで注目され
たが、2015年に策定された食料・農業・農村基本計画のなかで「国内未利用資源」として利用拡大
を推進する旨を明文言化された肥料原料である。下水処理技術の発達により、重金属等を管理して
品質管理に努めている処理場も増えている。だが、ローカルに流通することもあり、需給マッチン
グが進んでいない。リン酸は資源回収が積極的に行なわれているが、もう一つ汚泥肥料で重要な成
分である窒素は、堆肥やコンポストとして大量投入するよりも通常の化学肥料と同様に散布するこ
とでより有効に利用できる可能性が示唆されている。下水汚泥肥料を取り巻く情勢や現場での効果
的な施用例などについて数回に渡って連載する。� （取材／加藤祐子）

生産状況と
利用促進キャンペーン
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図１：下水汚泥の発生量とリサイクルの状況

その1
下水汚泥肥料を活用しよう　

使える身近な “ 国  産 ” 資源

！
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ら
の
輸
入
頼
み
だ
。
世
界
的
に
肥
料
需
要

は
高
ま
る
一
方
で
、
原
料
資
源
の
産
出
地

域
は
限
ら
れ
る
。
各
国
で
取
り
合
い
に
な

り
、
価
格
高
騰
の
恐
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
原
料
の
輸
入
価
格
（
図
２
）
近
年
、

価
格
の
変
動
は
小
さ
い
も
の
の
上
昇
傾
向

を
示
し
て
い
る
。
大
ロ
ッ
ト
で
生
産
さ
れ

る
化
学
肥
料
は
規
格
化
さ
れ
品
質
が
安
定

し
て
い
る
“
安
全
”
で
扱
い
や
す
い
肥
料

だ
が
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
扱
い
に
慣
れ

る
ま
で
は
不
便
を
伴
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
下
水
汚
泥
肥
料
を
有
効
に
活
用

し
た
い
と
い
う
農
業
者
が
い
れ
ば
、
処
理

場
の
肥
料
製
造
に
関
わ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
高
ま
り
、
両
者
の
メ
リ
ッ
ト
を
図
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
段
階
に
あ
る
。

肥
料
の
安
全
性
の
観
点
か
ら 

慎
重
な
姿
勢
の
農
林
水
産
省

汚
泥
肥
料
の
利
用
が
広
が
ら
な
い
理
由

の
一
つ
に
は
、
農
林
水
産
省
が
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
の
利
活
用
に
慎
重
で
あ
る
こ
と
も

絡
ん
で
い
る
。
同
省
消
費
・
安
全
局
は
下

水
道
法
の
改
正
を
受
け
て
、
15
年
3
月
に

『
汚
泥
肥
料
中
の
重
金
属
管
理
手
引
書
』

を
改
訂
し
、
汚
泥
に
含
ま
れ
る
重
金
属
の

リ
ス
ク
回
避
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る

が
、
肥
料
全
体
で
汚
泥
肥
料
の
シ
ェ
ア
は

圧
倒
的
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

肥
料
は
一
般
的
に
肥
料
取
締
法
に
基
づ

き
、（
独
）
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ

ン
タ
ー
（
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
経
由
で
農
林
水

産
省
に
登
録
申
請
し
、
６
年
ま
た
は
３
年

ご
と
に
更
新
す
る
形
で
管
理
さ
れ
て
い

る
。
汚
泥
由
来
の
肥
料
に
は
「
下
水
汚
泥

肥
料
」「
し
尿
汚
泥
肥
料
」「
工
業
汚
泥
肥

料
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
混
合
し
た
「
混

合
汚
泥
肥
料
」「
焼
成
汚
泥
肥
料
」「
汚
泥

発
酵
肥
料
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
表
２
の
と
お
り
含
有
を
許
さ
れ
る
有

害
成
分
の
最
大
量
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

99
年
に
汚
泥
肥
料
が
特
別
肥
料
か
ら
普
通

肥
料
に
移
行
し
て
か
ら
も
、
立
入
検
査
で

基
準
値
を
超
え
た
事
案
が
な
く
な
ら
な
い

と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
汚
泥
肥
料
全
般

の
利
用
を
促
進
す
る
立
場
を
取
れ
な
い
と

い
う
事
情
が
あ
る
よ
う
だ
。

さ
ら
に
作
物
生
産
に
か
か
わ
る
同
省
生

産
局
技
術
普
及
課
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、

生
産
資
材
対
策
室
に
は
農
業
者
か
ら
汚
泥

肥
料
に
関
す
る
要
望
は
届
い
て
い
な
い
と

釣
れ
な
い
回
答
が
返
っ
て
き
た
。さ
ら
に
、

汚
泥
肥
料
の
利
活
用
は
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
の
対
象
に
な
っ
て
い
て
も
実
際
に

使
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
利
用
の
実

態
を
掴
め
な
い
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
国
交
省
の
熱
意
と
の
温
度

差
は
顕
著
で
あ
る
。

肥
料
コ
ス
ト
削
減
の
一
助
に

農
業
者
に
し
て
み
れ
ば
、
下

水
汚
泥
肥
料
は
処
理
場
の
近
隣

で
ロ
ー
カ
ル
に
流
通
す
る
特
徴

を
持
ち
、
無
料
あ
る
い
は
低
価

格
で
入
手
で
き
る
こ
と
が
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。
安
全
性
が
担

保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
持
ち
腐
れ

の
“
宝
”
と
い
え
よ
う
。

農
林
水
産
省
の
『
肥
料
を
め

ぐ
る
事
情
（
17
年
10
月
）』
に

全
国
２
１
７
０
件
の
回
答
を
得

た
農
業
者
に
対
す
る
肥
料
の
購

入
・
利
用
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
示

さ
れ
て
い
る
。
肥
料
購
入
先
は
、「
品
質

が
安
定
し
て
い
る
」「
価
格
が
安
い
」「
自

分
の
こ
だ
わ
り
に
あ
っ
た
銘
柄
を
扱
っ
て

い
る
」
の
順
に
重
視
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
上
で
、
今
後
の
低
価
格
肥
料
の
使
用

意
向
と
し
て
、
複
数
回
答
で
９
％
が
「
国

内
資
源
（
下
水
汚
泥
等
）
を
原
料
と
し
て

活
用
し
た
肥
料
」
を
挙
げ
て
い
る
。
誰
も

が
利
用
の
意
向
を
示
す
資
材
で
な
く
と

も
、
１
割
近
く
の
農
業
者
が
関
心
を
示
し

て
い
る
の
だ
。

現
状
、一
般
的
な
化
学
肥
料
の
原
料
は
、

窒
素
肥
料
の
原
油
と
天
然
ガ
ス
、
リ
ン
酸

肥
料
の
リ
ン
鉱
石
と
り
ん
安
、
加
里
肥
料

の
塩
化
加
里
の
い
ず
れ
も
、
ほ
ぼ
海
外
か

出典：農林水産省『肥料をめぐる事情（2017 年 10月）』

出典：2016 年度下水汚泥等の資源有効利用状況に関する調査より

出典：農林水産省　消費・安全局

単位：DS-t/ 年表１：下水汚泥の肥料利用料の内訳

表2：肥料取締法に基づく汚泥肥料の有害成分の基準値

図2：肥料原料の国際市況及び肥料の小売価格の推移（指数）

液状汚泥 脱水汚泥 コンポスト 乾燥汚泥 炭化汚泥 焼却灰 計

自治体直営 1 10,023 37,094 11,685 1,218 11,915 71,935

民間委託 26 8,996 203,784 16,825 2,047 17,535 249,213

計 27 19,019 240,878 28,510 3,265 29,449 321,148

有害成分名 ひ素 カドミウム 水銀 ニッケル クロム 鉛

含有を許される
最大量（％） 0.005 0.0005 0.0002 0.03 0.05 0.01

りん鉱石（原料価格）

りん鉱石（原料価格）

尿素（原料価格）

塩化加里
（原料価格）

りん安
（原料価格）

肥料の小売価格


